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春里・姫治地区及び羽崎・二野・久々利地区「電話で予約バス」の本格運行について  

 
電話で予約バスの本格運行の考え方 

春里・姫治地区及び羽崎・二野・久々利地区の利用状況及びアンケートから、「電話で予約バ

ス」の有効性が確認された。また、今渡・川合・土田地区「電話で予約バス」の実績から、本

格運行後の大幅な利用者増が見込める。したがって、平成 23 年４月１日から春里・姫治地区

及び羽崎・二野・久々利地区で本格運行を開始する。 
○ねらい 

周辺部から中心部への利便性を向上させるため、運行便数や停留所数などサービスを改善し、

現在の運行経費を減らす。 
交通弱者（高齢者等）の日常生活における移動の目的として多い中心市街地の医療機関や商業

施設等に気軽に行くことができ、中心市街地の求心力を高める仕組みを構築する。 
○改善のポイント 

項 目 さつきバス 電話で予約バス 

車両の小型化による 

経費削減 
29 人乗りバス 通常のタクシー 

便数の増加による 

利便性の向上 

【春里・姫治】３往復/日 

【羽崎・二野・久々利】４便/日 
９往復/日 

運行日の増加による 

利便性の向上 

【春里・姫治】月・水・金曜日 

【羽崎・二野・久々利】火・木・土曜日
月～土曜日 

停留所の増加による 

利便性の向上 

【春里・姫治】60 ケ所 

【羽崎・二野・久々利】36 ケ所 

【春里・姫治】93 ケ所 

【羽崎・二野・久々利】54 ケ所 

交通空白地の解消 ― 久々利（大平・大萱）、柿下東部への運行

運行時間短縮による 

利便性の向上 

【春里・姫治】約 60 分 

【羽崎・二野・久々利】約 60 分 

【春里・姫治】平均 18 分（最長 45 分）

【羽崎・二野・久々利】平均 15 分（最長 30 分）

 
さつきバスの廃止 
平成 23 年４月１日から羽崎久々利線、清水ケ丘西可児線及び西可児姫治線は廃止する。 

 
サービスの水準 

運行区域 

運行区域は次の地区とする。 
《春里・姫治地域》 
 坂戸、塩、谷迫間、美里ケ丘 2 丁目、矢戸、長洞、室原、塩河、清水ケ丘１～６丁目、今、

みずきケ丘 1～4 丁目、下切、姫ケ丘１～４丁目、広見、広見１～７丁目、下恵土、土田 
《二野・羽崎・久々利地域》 
久々利、柿下、柿下入会、羽崎、二野、大森、広見、広見 1～7 丁目、下恵土 
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【運行区域図】 
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運行事業者 

タクシー事業者各 1 社とする。 
 
運行形態 

予約制の乗り合いタクシーにより、乗降予約のある停留所間のみを最短距離で運行する区域運

行方式とする。 
 

運行日について 

 月～土曜日（但し、祝日、年末年始（12/29～1/3）は運休） 
 

運行時間・便数について 
8：00～17：00 とする。 
上記の時間帯の中で予約のある便だけ運行する。（予約の無い便は運行しない） 
 
《春里・姫治地域》 
可児駅と岐阜社会保険病院の間を 1 日 9 往復する。 
往路は可児駅を毎時 00 分に出発し、復路は岐阜社会保険病院を毎時 15 分に出発する。最

終は 16：15 に岐阜社会保険病院を出発する。 
 
《羽崎・二野・久々利地域》 
可児駅と大平公民館の間を１日 9 往復する。 
往路は可児駅を毎時 00 分に出発し、復路は大平公民館を毎時 30 分に出発する。最終は 
16：30 に大平公民館を出発する。 

 
 

停留所について 

地域住民等による各地区コミュニティバス運行協議会で協議した結果、春里・姫治地域は 93
か所、羽崎・二野・久々利地域は 54 か所を設定する。 
現在の沿線において、現在さつきバスで使用している停留所に自治会等の公民館・集会所や、

利用の多いと見込まれる主要施設（病院、大型商業施設等）を停留所とする。 
 
【停留所一覧図・仮想ダイヤ】 
次ページ参照。 
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【停留所一覧図（春里・姫治）】 
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【仮想ダイヤ（春里・姫治）】 
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【停留所一覧図（羽崎・二野・久々利）】 
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【仮想ダイヤ（羽崎・二野・久々利）】 

 



 8

使用車両について 

セダン型中型タクシー（乗客定員 5 名）発着それぞれ 1 台を基本とする。 
※ タクシー事業者の事業用乗用自動車と併用する。 
※ デマンド運行用のマグネットシートを各車両に備え、その時々の予約の状況により最適な

車両がデマンド運行を行う。 
※ １便の予約人数が車両の乗客定員を超える場合に、次の追加車両を出す。それぞれ 1 便の

運行に対して 3 台まで追加でき、最大 4 台で運行する。 
※ 1 便に対して 21 人目以降の予約があった場合は次の便を案内する。 

 
予約方法について 

電話による予約、FAX または車内での口頭による予約とする。 
※ 電話による予約は、各便の出発時刻の 30 分前までとし、タクシー事業者が受け付ける。 
※ 車内での口頭予約で乗車便の次の便以降の予約申込みができる。（運転士が口頭予約を受

け付けて予約代行を行う。） 
 

運賃について 

大人（中学生以上）1 乗車 300 円とする。 
１冊 3,000 円（300 円券 11 枚綴り）と１冊 1,500 円（150 円券 11 枚綴り）の回数券を販売す

る。 
※ 割引制度は岐阜県バス協会の割引制度と同等とする。（下表参照） 

利用者の区分 割引運賃 
・ 小人 
・ 身体障害者手帳所持者のうち第 1 種身体障害者及びその介護者（1 名） 
・ 身体障害者手帳所持者のうち第 2 種身体障害者 
・ 療育手帳所持者のうち第 1 種知的障害者及びその介護者（1 名） 
・ 療育手帳所持者のうち第 2 種知的障害者 
・ 精神障害者保健福祉手帳所持者及びその介護者（1 名） 

半額 
（150 円）

・ 未就学児童（ただし小人以上の同伴者 1 人につき 1 名まで。2 人目から

小人運賃を収受。） 
・ 1 歳未満の乳児 

無料 

（参考） 

 輸送サービス 運賃 
名鉄（西可児駅～新可児駅） 1 時間に上り下り 

各 4 便 
290 円 

一般タクシー（中型） 
・岐阜社会保険病院～可児駅、4.7km 

随時運行 
ドア to ドア 

1,720 円 
※5 人で@344 円 

路線バス 
・可児駅～花フェスタ、4.8km 
・可児駅～久々利、7.0km 
 

 
概ね 1 時間に 1 往復 
平日 1.5 往復 
土休日 2 往復 

 
310 円 
370 円 
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広報かに 

・９月１日号 実験運行の利用方法、地域など概要について掲載 
・３月 15 日号（予定） 本格運行の概要について掲載 

 
折込チラシ 

・９月１日号 実験地域に配布される広報かに（９月１日号）にチラシを折り込んで各戸配布 
・４月１日号（予定） 本格運行地域も同様に配付 

 
自治会回覧 

 ・２月 15 日号（予定） 「電話で予約バス」の利用方法や利用者から実際にあった質問等を

掲載 
 
市ホームページ 

 公共交通のページにて、「電話で予約バス」の利用方法、ダイヤ等について掲載  
 
ケーブルテレビ可児 

 ・９月 18 日～24 日 「電話で予約バス」の利用方法等についてレポーターから紹介 
 ・３月（予定） 全画面放送及びデータ放送にて利用方法等を紹介 
 
記者発表等資料提供 

 ・実証実験の実施について、８月 31 日付けで可児記者クラブに対して資料提供 
  （掲載実績：中日新聞 9/17･10/2、岐阜新聞 9/9･10/2、朝日新聞 9/10、東京交通新聞 8/30） 
 ・本格運行の実施について、資料提供（予定） 
 
説明会 

  ５月 28 日（金）から９月 19 日（日）まで 19 回 
  運行区域の自治会・健友会等に利用方法等の説明会を行った。 
 
アンケートを活用した広報 

 【さつきバス利用者】 
  ９月 13 日（月）～18 日（土） 
  さつきバス清水ケ丘西可児線、西可児姫治線及び羽崎久々利線の全便にて、利用者全員から

さつきバスの利用状況について聞き取るとともに、「電話で予約バス」についても説明を行

った。 

 【運行区域住民】 
  12 月に総会を行った一部の自治会・健友会等団体（７団体）にアンケートを実施するとと

もに、「電話で予約バス」についても説明を行った。 
 
自宅訪問説明 

 じっくりと説明を聞きたい利用者の自宅へ伺い利用方法等について説明を行った。 

周知方法等（実験時も含む） 


